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中
川
町
の
会
計
は
、
町
民
生
活
全

般
に
わ
た
る
基
本
的
な
経
費
を
網
羅

し
た
「
一
般
会
計
」
と
、
特
定
事
業

を
経
理
す
る
「
特
別
会
計
」
に
分
け

ら
れ
ま
す
。
特
別
会
計
は
、
「
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
」
な
ど
の
5
会

計
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
全
会
計
予
算
の
合
計

額
は
42
億
2
0
3
6
万
円
。
平
成
26

年
度
に
対
し
て
17
・
9
％
、
金
額
に

し
て
9
億
1
7
3
6
万
円
の
減
と
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
中
川
町
長
・

町
議
会
議
員
選
挙
を
4
月
に
控
え
て

い
る
こ
と
か
ら
、
新
規
の
投
資
的
事

業
を
控
え
た
骨
格
予
算
と
し
た
こ
と

に
よ
る
も
の
で
す
。

　

特
別
会
計
で
は
、
介
護
保
険
特
別

会
計
の
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
増

な
ど
に
よ
っ
て
、
全
体
で
2
・
1
％

の
増
と
な
り
ま
し
た
。

中
川
町
全
体
の
予
算
額

　

42
億
2
0
3
6
万
円

平成27年度
　 予算の概要

国 民 健 康 保 険

介　護　保　険

後期高齢者医療

簡 易 水 道 事 業

農業集落排水事業

小　　　　計

一　般　会　計

合　　　　　　計

35億900万円

2億5,483万円

2億1,427万円

2,820万円

1億2,723万円

8,682万円

7億1,136万円

42億2,036万円

会　　計　　名

表1　各会計別の予算額

平成27年度
予　算　額

増減率
（％）

44億4,100万円

2億5,260万円

2億162万円

3,098万円

1億2,423万円

8,727万円

6億9,672万円

51億3,772万円

平成26年度
予　算　額

▲9億3,200万円

222万円

1,264万円

▲278万円

299万円

▲45万円

1,463万円

▲9億1,736万円

▲21.0

0.9

6.3

▲9.0

2.4

▲0.5

2.1

▲17.9

比較増減額

特　

別　

会　

計 各予算額の金額は、千円の位を切り
すてているため、それぞれの合計額
と総額は異なります。
ただし、各割合（％）は、千円以下の
位を含めたものとなっています。
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根
幹
を
な
す
地
方
交
付
税
は
、
地
方

財
政
計
画
を
参
考
に
、
平
成
26
年
度

当
初
予
算
と
比
較
し
て
2
4
0
0
万

円
の
増
額
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
町

税
は
、
個
人
町
民
税
と
固
定
資
産
税

の
減
額
に
よ
っ
て
3
7
5
万
円
の
減
、

国
庫
支
出
金
は
、
中
山
間
地
域
等
直

接
支
払
交
付
金
の
減
額
な
ど
に
よ
っ

て
4
1
9
5
万
円
の
減
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。
ま
た
、
歳
入
の
不
足
を
補

う
た
め
、
基
金
繰
入
金
と
し
て
財
政

調
整
基
金
か
ら
1
億
4
1
0
0
万
円

を
繰
り
入
れ
、
収
支
の
均
衡
を
図
っ

て
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
に
お
け
る
町
債
現
在
高

は
、
実
質
的
に
は
地
方
交
付
税
を
地

方
債
に
振
り
替
え
て
い
る
臨
時
財
政

対
策
債
の
残
高
が
平
成
26
年
度
と
ほ

ぼ
同
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、

過
去
に
実
施
し
た
施
設
整
備
に
よ
る

町
債
の
完
済
、
投
資
的
経
費
の
見
直

し
な
ど
に
よ
り
建
設
地
方
債
は
着
実

に
減
少
し
て
き
ま
し
た
が
、
平
成
26

年
度
の
積
極
的
な
事
業
展
開
と
平
成

27
年
度
に
国
営
直
轄
明
渠
排
水
事
業

の
町
負
担
金
の
一
括
償
還
に
よ
っ
て

ほ
ぼ
同
額
に
な
る
見
込
で
す
。

　

平
成
27
年
度
予
算
の
編
成
に
あ
た

っ
て
は
、
大
型
投
資
事
業
の
実
施
に

よ
る
起
債
残
高
の
増
加
や
地
方
交
付

税
の
2
年
連
続
減
少
な
ど
に
よ
る
財

源
確
保
の
厳
し
さ
も
増
し
て
お
り
、

第
6
次
中
川
町
総
合
計
画
を
着
実
に

進
め
る
た
め
、
最
小
の
経
費
で
最
大

の
効
果
を
あ
げ
る
こ
と
を
基
本
と
し

ま
し
た
。

　

中
川
町
の
財
政
に
お
い
て
収
入
の

①町税
②分担金及び負担金
③使用料及び手数料
④財産収入
⑤寄附金
⑥繰入金
⑦繰越金
⑧諸収入
⑨地方譲与税
⑩利子割交付金
⑪配当割交付金
⑫株式等譲渡所得割交付金
⑬地方消費税交付金
⑭自動車取得税交付金
⑮地方特例交付金
⑯地方交付税
⑰交通安全対策交付金
⑱国庫支出金
⑲道支出金
⑳町債

1億7,365万円
159万円
7,474万円
6,517万円
30万円

1億4,245万円
6,000万円
2億981万円
5,350万円
37万円
10万円
0万円

3,100万円
760万円
5万円

18億2,300万円
0万円

2億6,984万円
1億1,989万円
4億7,590万円
35億900万円

区　　　分

合　　　計

表2　一般会計【歳入】
平成27年度
予　算　額

1億7,741万円
157万円
7,373万円
6,731万円
30万円

4億2,947万円
5,000万円

2億1,174万円
5,650万円
45万円
1万円
0万円

2,100万円
700万円
5万円

17億9,900万円
0万円

3億1,179万円
1億2,323万円
11億1,040万円
44億4,100万円

平成26年度
予　算　額

▲375万円
1万円

101万円
▲214万円

0万円
▲2億8,701万円

1,000万円
▲192万円
▲300万円
▲8万円
9万円
0万円

1,000万円
60万円
0万円

2,400万円
0万円

▲4,195万円
▲333万円

▲6億3,450万円
▲9億3,200万円

比較増減額

自　

主　

財　

源

依　
　

存　
　

財　
　

源

①議会費
②総務費
③民生費
④衛生費
⑤労働費
⑥農林水産業費
⑦商工費
⑧土木費
⑨消防費
⑩教育費
⑪災害復旧費
⑫公債費
⑬給与費
⑭予備費

3,219万円
2億4,210万円
3億3,140万円
2億5,894万円
1,528万円

6億2,723万円
1億5,087万円
5億443万円
1億2,694万円
2億1,548万円

0万円
5億8,167万円
4億1,942万円

300万円
35億900万円

区　　　分

合　　　計

表3　一般会計【歳出】

図　一般会計予算額

一般会計総額 35億900万円

平成27年度
予　算　額

3,049万円
2億6,786万円
4億8,781万円
2億2,088万円
1,530万円

5億1,847万円
1億6,203万円
6億1,289万円
2億8,879万円
8億3,436万円

0万円
5億7,143万円
4億2,763万円

300万円
44億4,100万円

平成26年度
予　算　額

170万円
▲2,576万円

▲1億5,641万円
3,805万円
▲1万円

1億876万円
▲1,116万円
▲1億845万円
▲1億6,185万円
▲6億1,888万円

0万円
1,024万円
▲821万円

0万円
▲9億3,200万円

比較増減額

歳入

歳出

16 地方交付税（52.0％）

❽
土木費

（14.4％）

❻
農林水産業費
（17.9％）

13
給与費

（12.0％）

❸
民生費
（9.4％）

12
公債費

（16.6％）

20 ❽18 ❶

その他
（29.7％）

その他
（11.7％）

町税（4.9％）

町債
（13.6％）

諸収入（6.0％）

国庫支出金（7.7％）　　 繰入金（4.1％）

❻

第
6
次
中
川
町

総
合
計
画
の
着
実
な

進
捗
を
図
る
た
め
に
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平
成
26
年
度
は
、
中
川
町
介
護
保

険
事
業
計
画
に
掲
げ
る
「
在
宅
」
と

「
施
設
」
の
中
間
的
な
施
設
と
し
て
、

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
ひ
だ
ま
り
」
を

整
備
し
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
度
は
、
施
設
の
外
構
部

分
を
整
備
し
ま
す
。

　

カ
ル
テ
の
電
子
化
に
よ
り
、
保
管
、

院
内
情
報
共
有
、
伝
達
機
能
の
向
上

が
図
ら
れ
、
患
者
さ
ん
の
情
報
管
理

及
び
病
状
説
明
な
ど
の
充
実
を
図
り

ま
す
。

　

誕
生
す
る
子
ど
も
を
迎
え
る
喜
び

を
地
域
で
分
か
ち
合
い
、
出
生
祝
金

及
び
記
念
品
（
絵
本
）
と
と
も
に
、

誕
生
し
た
子
ど
も
の
居
場
所
の
象
徴

と
し
て
、
旭
川
家
具
職
人
の
手
で
つ

く
ら
れ
た
「
世
界
に
一
つ
だ
け
の
椅

子
」
を
贈
呈
し
ま
す
。

　

通
院
や
買
い
物
な
ど
日
常
生
活
に

お
け
る
交
通
手
段
に
ハ
イ
ヤ
ー
の
利

用
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
高
齢
者

に
対
し
、
そ
の
料
金
の
一
部
を
助
成

し
、
日
常
生
活
の
利
便
性
向
上
と
積

極
的
な
社
会
参
加
を
促
し
、
生
き
が

い
の
持
て
る
充
実
し
た
生
活
を
支
援

し
ま
す
。

　

森
林
や
林
業
に
関
連
す
る
イ
ベ
ン

ト
・
催
事
の
開
催
を
通
し
て
、
暮
ら

し
の
中
に
森
と
木
が
あ
っ
た
中
川
町

の
森
林
文
化
を
再
生
す
る
こ
と
で
、

町
の
誇
り
を
取
り
戻
し
活
性
化
を
図

り
ま
す
。

　

私
有
林
に
お
け
る
人
工
造
林
事
業

経
費
を
補
助
を
し
ま
す
。

　

大
面
積
皆
伐
跡
地
へ
は
適
用
せ
ず
、

環
境
に
配
慮
し
た
伐
採
と
植
栽
の
確

実
な
実
行
を
図
り
ま
す
。

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
外
溝
ほ
か

　
　
　
　
　
　
　
　

整
備
事
業

　
　
　
　
　
　

2
2
8
1
万
円

　

都
市
で
暮
ら
す
住
民
を
「
地
域
お

こ
し
協
力
隊
」
と
し
て
受
入
れ
、
最

長
3
年
間
、
地
域
で
必
要
と
さ
れ
る

活
動
に
従
事
し
て
も
ら
う
こ
と
に
よ

っ
て
、
そ
の
地
域
の
持
つ
地
域
力
の

維
持
及
び
強
化
を
図
り
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
用
事
業

　
　
　
　
　
　

4
0
7
3
万
円

町
立
診
療
所
電
子
カ
ル
テ

　
　
　
　

シ
ス
テ
ム
購
入
事
業

　
　
　
　
　
　
　

6
4
8
万
円

出
生
祝
品

（
君
の
椅
子
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

　
　
　
　
　
　
　

1
3
1
万
円

中
川
町
高
齢
者
ハ
イ
ヤ
ー
利
用

　
　
　
　
　
　
　
　

支
援
事
業

　
　
　
　
　
　
　

4
0
7
万
円

森
林
文
化
再
生
事
業

　
　
　
　
　
　
　

3
0
0
万
円

未
来
の
森
づ
く
り
推
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　

5
7
2
万
円

平
成
平
成
27
年
度
のの
主
な
事
業

主
な
事
業

平
成
27
年
度
の
主
な
事
業
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農
業
農
村
の
有
す
る
多
面
的
な
機

能
の
維
持
・
発
揮
を
図
る
た
め
、
地

域
に
お
け
る
共
同
活
動
へ
の
支
援
を

行
い
、
地
域
資
源
の
適
切
な
保
全
管

理
を
推
進
し
ま
す
。

　

集
乳
経
路
等
を
整
備
す
る
こ
と
で

農
作
業
の
効
率
化
と
環
境
衛
生
の
向

上
を
図
り
、
生
産
物
輸
送
の
円
滑
化

・
省
力
化
で
農
業
経
営
の
安
定
化
を

図
り
ま
す
。

　

道
営
農
地
整
備
事
業
（
通
作
条
件

整
備
）
負
担
金
で
展
開
さ
れ
る
集
乳

経
路
等
整
備
に
合
わ
せ
、
一
体
的
に

整
備
す
る
こ
と
で
事
業
効
果
が
高
ま

る
施
設
及
び
農
作
業
用
地
の
環
境
整

備
に
つ
い
て
支
援
を
図
り
ま
す
。

道
営
農
地
整
備
事
業

　
　
　
　

（
通
作
条
件
整
備
）

　
　
　
　
　
　
　

5
8
2
万
円

酪
農
作
業
施
設
整
備
支
援
事
業

　
　
　
　
　
　
　

1
2
7
万
円

中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　

3
7
0
万
円

道
路
新
設
改
良
事
業

　
　
　
　

2
億
6
8
9
0
万
円

橋
梁
長
寿
命
化
事
業

　
　
　
　
　
　

2
9
0
0
万
円

　

下
半
町
を
事
業
エ
リ
ア
と
し
て
、

流
下
・
排
水
能
力
の
低
下
し
た
明
渠

・
農
地
整
備
と
と
も
に
水
道
未
普
及

地
区
の
整
備
に
着
手
す
る
こ
と
で
、

農
村
集
落
の
生
活
と
生
産
の
安
定
を

図
り
ま
す
。

　

未
改
良
の
町
道
を
継
続
か
つ
計
画

的
に
整
備
し
、
生
活
路
と
し
て
の
交

通
安
全
の
確
保
、
産
業
路
と
し
て
の

経
済
活
動
の
効
率
化
・
安
全
化
並
び

に
排
水
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

中
川
町
橋
梁
長
寿
命
化
計
画
に
基

づ
き
、
適
切
か
つ
計
画
的
な
補
修
工

事
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
当
該
施
設

の
長
寿
命
化
と
維
持
管
理
コ
ス
ト
の

低
減
を
図
り
ま
す
。

　

文
化
芸
術
活
動
の
推
進
、
生
涯
学

習
情
報
の
提
供
、
町
民
の
自
主
活
動

を
促
進
し
、
生
涯
学
習
を
総
合
的
に

推
進
す
る
拠
点
と
し
て
、
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
「
ち
ゃ
い
む
」
が
供
用
開

始
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
子
ど
も
か
ら

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

文
化
芸
術
公
演
事
業

　
　
　
　
　
　
　

4
0
3
万
円

高
齢
者
ま
で
の
全
町
民
を
対
象
に
文

化
芸
術
に
ふ
れ
あ
う
機
会
を
創
出
す

る
こ
と
で
、
心
の
豊
か
さ
と
う
る
お

い
を
実
感
し
、
楽
し
み
と
活
力
あ
ふ

れ
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
す
た
め
の

取
組
み
を
強
化
し
ま
す
。

　

高
等
学
校
教
育
の
機
会
均
等
と
地

域
社
会
に
有
効
な
人
材
の
育
成
を
図

る
た
め
、
就
学
費
用
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

　

姉
妹
町
村
の
長
野
県
中
川
村
に
、

中
川
中
学
校
2
年
生
を
派
遣
し
、
交

流
と
見
聞
を
広
め
ま
す
。

　

町
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
が
運

営
す
る
中
学
生
対
象
の
学
習
塾
に
対

し
、
運
営
費
を
助
成
し
ま
す
。

　

齋
藤
茂
吉
の
来
村
を
記
念
し
、

全
国
か
ら
短
歌
を
募
集
し
、
優

秀
作
品
の
表
彰
と
応
募
作
品
集

の
発
行
を
行
い
ま
す
。

中
川
町
高
等
学
校
生
徒

　
　
　
　

就
学
支
援
補
助
事
業

　
　
　
　
　
　
　

5
2
8
万
円

中
川
村
交
流
派
遣
事
業

　
　
　
　
　
　
　

1
9
0
万
円

学
習
支
援
塾
運
営
費
補
助
事
業

　
　
　
　
　
　
　

1
6
7
万
円

短
歌
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　

事
業

　
　
　
　
　

1
5
8
万
円

問い合わせ先　総務課企画財政室　☎7－2819
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多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業

　
　
　
　
　
　

2
6
9
4
万
円



　

3
月
22
日
、
中
川
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
「
ち
ゃ
い
む
」
で
、
オ
ー
プ
ン
記
念
行
事

「
千
昌
夫
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
多
く
の
来
場
者
が
訪
れ
、
誉
平
太
鼓
の
演
奏
に
よ
る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ス
テ

ー
ジ
の
後
、
千
昌
夫
さ
ん
が
登
場
し
、
北
国
の
春
や
星
影
の
ワ
ル
ツ
な
ど
の
ヒ
ッ
ト
曲

を
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
曲
間
の
ト
ー
ク
で
は
、
な
ま
り
の
あ
る
千
昌
夫
節
を
披
露
し
、

会
場
は
大
爆
笑
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
東
北
復
興
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
も
兼
ね
て
お
り
、

会
場
に
設
け
ら
れ
た
募
金
箱
に
は
多
く
の
方
々
が
募
金
を
し
て
い
ま
し
た
。

広報なかがわ
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千昌夫さん
中川町で熱唱



た
り
約
8
0
0
0
円
の
8
倍
以
上

の
単
価
と
な
り
ま
す
。

　

同
じ
銘
木
市
に
私
有
林
か
ら
産

出
さ
れ
た
木
材
を
出
品
し
た
上
川

北
部
森
林
組
合
中
川
支
所
奥
山
智

浩
さ
ん
は
「
今
回
の
市
は
出
品
が

多
く
、
出
品
制
限
が
か
か
っ
て
い

た
が
、
担
当
者
か
ら
『
中
川
町
の

広
葉
樹
の
こ
と
を
新
聞
記
事
で
読

ん
だ
。
中
川
町
産
材
な
ら
ぜ
ひ
持

っ
て
き
て
ほ
し
い
』
と
言
わ
れ
、

20
立
方
メ
ー
ト
ル
全
て
出
品
で
き

た
。
販
売
価
格
も
高
く
注
目
さ
れ

て
い
る
の
を
感
じ
る
」
と
話
し
ま

す
。

　

山
に
太
い
広
葉
樹
（
30
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
以
上
）
を
お
持
ち
の
皆

さ
ん
は
、
銘
木
市
に
出
品
す
る
と

木
が
高
く
売
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
森
林
組
合
や
林
業
事
業
体
に

ご
相
談
さ
れ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
？

　

中
川
町
で
は
、
町
産
木
材
の
ブ

ラ
ン
ド
化
を
目
指
し
、
旭
川
家
具

産
業
界
と
の
連
携
や
君
の
椅
子
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
木
材
供
給
を
進

め
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
と
並
行
し
、

旭
川
銘
木
市
へ
の
木
材
出
品
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

旭
川
銘
木
市
は
、
正
式
に
は
北

海
道
産
銘
木
市
売
と
い
い
、
そ
の

名
の
と
お
り
北
海
道
最
大
の
広
葉

樹
市
場
で
あ
り
、
同
時
に
国
内
最

大
の
広
葉
樹
市
場
で
す
。

　

中
川
町
で
も
昨
年
度
か
ら
出
品

し
て
お
り
、
3
月
27
日
に
開
催
さ

れ
た
銘
木
市
に
平
成
26
年
度
生
産

分
の
セ
ン
ノ
キ
や
キ
ハ
ダ
な
ど
の

丸
太
1
万
2
9
1
4
立
方
メ
ー
ト

ル
を
出
品
し
、
1
2
4
万
6
4
3

4
円
を
売
り
上
げ
ま
し
た
。
な
か

で
も
、
中
川
町
字
共
和
で
産
出
さ

れ
た
セ
ン
ノ
キ
は
立
木
1
本
で
合

せ
て
1
0
0
万
円
を
超
え
る
値
が

つ
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
出
品
分
を
1
立
方
メ
ー

ト
ル
あ
た
り
単
価
に
直
す
と
6
万

4
8
7
1
円
と
な
り
、
パ
ル
プ
材

の
平
均
単
価
1
立
方
メ
ー
ト
ル
あ

　

な
お
、
今
年
度
の
予
定
生
産
量

は
1
2
0
立
方
メ
ー
ト
ル
で
す
の

で
、
受
付
が
予
定
生
産
量
に
達
し

次
第
、
販
売
を
終
了
い
た
し
ま
す
。

　

町
外
へ
も
販
売
い
た
し
ま
す
の

で
、
お
知
り
合
い
の
方
に
購
入
を

ご
検
討
さ
れ
る
方
が
い
る
場
合
、

ぜ
ひ
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
他
不
明
な
点
な
ど
あ
れ
ば

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

【連絡先】
　中川町産業振興課産業振興室内
　地域おこし協力隊
　藤田　達也（ふじた　たつや）
　電話（01656）7－2811
　FAX（01656）7－2440
　Mail　nakagawa-sangyo@
　　　　　　　　mint.hokkai.net

16,000円 8,000円 3,000円 1,500円 無　料 1,000円

広葉樹
MIX
（1㎥）

カラマツ
（1㎥）

端材薪
（1㎥）

焚き付け
（1袋）

樹　　種

☆町内価格

※端材薪は、薪ヤード（旧安川３集会センター前）
　引渡しとなります。軽トラック等引き取り可能な
　車両でお越しください。
※薪の積み上げ作業をご希望される場合、注文時等
　にその旨ご希望いただければ、1時間1,000円でお
　引き受けいたします。

送料
（1回）

作業
（1時間）

　

昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
薪
の
販
売

に
つ
い
て
、
今
年
は
5
月
1
日
か

ら
予
約
受
付
を
開
始
し
ま
す
。
今

年
度
以
降
の
薪
販
売
価
格
は
別
表

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

薪
の
購
入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

お
手
数
で
す
が
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

メ
ー
ル
等
で
中
川
町
産
業
振
興
課

産
業
振
興
室
内
地
域
お
こ
し
協
力

隊
（
藤
田
）
ま
で
ご
連
絡
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

７ 広報なかがわ
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18,000円 10,000円 3,000円 1,500円 要相談 要相談

広葉樹
MIX
（1㎥）

カラマツ
（1㎥）

端材薪
（1㎥）

焚き付け
（1袋）

樹　　種

☆町外価格

※送料は距離により変わりますのでご相談ください。
※遠方の場合、作業をお引き受けできない場合がご
　ざいます。

送料
（1回）

作業
（1時間）



　

自
分
の
温
度
計
を
持
参
し
た
丸

藤
さ
ん
は
「
牛
乳
は
あ
ま
り
高
温

に
せ
ず
、
ゆ
っ
く
り
と
温
め
て
殺

菌
し
、
風
味
を
壊
さ
な
い
の
が
大

切
で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
こ
ん
な
に
美

味
し
い
牛
乳
は
飲
ん
だ
こ
と
が
な

い
」
「
都
会
で
は
味
わ
え
な
い
ご

ち
そ
う
だ
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
、

子
ど
も
も
大
人
も
大
喜
び
で
し
た
。

な
る
た
め
目
撃
頻
度
も
高
く
、
こ

の
日
も
2
羽
の
オ
オ
ワ
シ
の
幼
鳥

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

■
春
の
恵
み

　

気
温
が
温
み
、
雪
解
け
が
進
む

こ
の
季
節
、
森
の
木
々
も
活
動
を

再
開
し
、
勢
い
よ
く
水
を
吸
い
上

げ
ま
す
。

　

シ
ラ
カ
ン
バ
や
イ
タ
ヤ
カ
エ
デ

の
樹
液
は
、
こ
の
時
期
な
ら
で
は

の
春
の
恵
み
で
す
。

　

こ
の
日
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｅ
Ｃ

Ｏ
の
声
（
代
表　

三
箇
利
勝
さ
ん
）

の
協
力
で
、
樹
液
採
取
の
様
子
や

仕
掛
け
が
紹
介
さ
れ
、
シ
ラ
カ
ン

バ
、
イ
タ
ヤ
カ
エ
デ
、
水
の
飲
み

比
べ
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
シ
ラ
カ

ン
バ
樹
液
で
淹
れ
た
コ
ー
ヒ
ー
が

参
加
者
に
振
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　
■
搾
り
た
て
牛
乳
の
美
味
し
さ

　

こ
の
日
の
参
加
者
に
、
中
川
町

で
放
牧
酪
農
を
営
む
丸
藤
英
介
さ

ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

丸
藤
さ
ん
は
参
加
者
全
員
に
搾

り
た
て
牛
乳
を
提
供
い
た
だ
き
、

焚
火
で
ゆ
っ
く
り
と
沸
か
し
て
そ

の
素
晴
ら
し
い
味
を
堪
能
し
ま
し

た
。

参加者に樹液コーヒーを振舞うECOの声の河野さん参加者に樹液コーヒーを振舞うECOの声の河野さん

　

3
月
28
日
、
中
川
町
ポ
ン
ピ
ラ

ア
ク
ア
リ
ズ
イ
ン
グ
裏
の
北
大
中

川
研
究
林
で
、
中
川
町
主
催
の
春

山
森
林
浴
が
開
催
さ
れ
、
町
内
外

か
ら
30
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

3
年
目
と
な
る
今
回
も
北
大
中

川
研
究
林
の
奥
田
篤
志
さ
ん
を
案

内
人
に
迎
え
、
中
川
町
の
短
い
春

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

こ
の
行
事
は
、
普
段
身
近
に
あ

り
な
が
ら
、
実
は
な
か
な
か
踏
み

入
る
こ
と
の
な
い
森
の
中
で
春
の

一
日
を
過
ご
し
、
芽
吹
き
始
め
た

草
木
や
本
格
的
な
活
動
の
季
節
を

迎
え
た
野
生
動
物
の
こ
と
な
ど
を

学
び
な
が
ら
、
森
や
山
を
楽
し
も

う
と
企
画
さ
れ
ま
し
た
。

■
春
山
の
魅
力

　

み
な
さ
ん
は
、
山
や
森
で
最
も

活
動
し
や
す
い
季
節
は
い
つ
だ
と

思
い
ま
す
か
？

　

足
元
は
固
雪
で
歩
き
や
す
く
、

天
候
が
穏
や
か
で
、
蚊
や
蜂
な
ど

の
虫
の
い
な
い
春
は
、
一
年
の
中

で
最
も
森
を
楽
し
み
や
す
い
季
節

で
す
。

　

ま
た
、
繁
殖
期
・
営
巣
を
迎
え

る
オ
ジ
ロ
ワ
シ
、
オ
オ
ワ
シ
な
ど

の
希
少
猛
禽
類
の
活
動
が
活
発
に

広報なかがわ
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■
来
年
の
春
に
ま
た
会
い
ま
し
ょ

う
　

春
の
山
に
は
魅
力
が
い
っ
ぱ
い

で
す
。
天
気
の
良
い
晴
れ
た
春
の

日
に
、
鳥
の
声
を
聴
き
な
が
ら
、

森
の
中
を
歩
く
の
は
他
で
は
得
ら

れ
な
い
経
験
で
す
。
焚
火
を
楽
し

み
、
樹
液
の
コ
ー
ヒ
ー
や
搾
り
た

て
牛
乳
が
味
わ
え
る
の
も
こ
の
行

事
な
ら
で
は
で
す
。

　

一
方
で
、
春
の
山
で
は
ク
マ
が

冬
眠
か
ら
目
覚
め
た
り
、
雪
崩
が

起
き
た
り
と
危
険
も
潜
ん
で
い
ま

す
。

　

個
人
が
山
に
入
る
場
合
は
、
入

林
許
可
が
必
要
な
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
、
決
ま
り
を
守
っ
て
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。

　

来
年
の
春
に
ま
た
お
会
い
し
ま

し
ょ
う
。

ま
し
た
。

　

案
内
人
の
奥
田
さ
ん
は
、
「
モ

モ
ン
ガ
は
ト
ド
マ
ツ
の
花
芽
を
食

べ
ま
す
。
大
き
な
木
の
そ
ば
に
花

芽
だ
け
を
食
べ
ら
れ
た
ト
ド
マ
ツ

の
葉
っ
ぱ
が
散
ら
ば
っ
て
い
た
ら
、

近
く
に
モ
モ
ン
ガ
が
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
広
葉
樹
と
針
葉
樹
が

バ
ラ
ン
ス
よ
く
配
置
さ
れ
た
森
林

を
好
ん
で
生
息
地
に
す
る
ん
で
す
」

と
説
明
し
ま
し
た
。

■
焚
火
を
囲
ん
で

　

こ
の
日
は
、
案
内
人
の
奥
田
さ

ん
の
指
導
の
下
、
森
林
内
の
枯
れ

木
で
焚
火
を
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
持
参
し
た
お
弁
当
を

膝
に
乗
せ
、
ト
ド
マ
ツ
の
葉
や
大

き
め
の
枯
れ
木
に
腰
掛
け
焚
火
を

囲
ん
で
お
弁
当
を
食
べ
ま
し
た
。

　

旭
川
市
な
ど
の
都
会
か
ら
の
参

加
者
の
多
く
は
、
焚
火
そ
の
も
の

が
初
体
験
で
す
。

　

ど
の
よ
う
な
枯
れ
木
が
燃
え
や

す
い
か
、
何
か
ら
ど
の
よ
う
な
順

序
で
燃
や
す
の
が
火
が
つ
き
や
す

い
か
な
ど
を
説
明
し
な
が
ら
焚
火

の
炎
で
暖
ま
り
ま
し
た
。

■
モ
モ
ン
ガ
の
巣
が
増
え
た
！？

　

今
年
で
3
年
目
に
な
る
春
山
森

林
浴
で
す
が
、
例
年
歩
く
コ
ー
ス

の
ス
タ
ー
ト
地
点
付
近
に
生
え
て

い
る
木
の
根
元
に
、
木
の
破
片
や

小
動
物
の
糞
が
散
乱
し
て
い
ま
し

た
。

　

去
年
ま
で
は
見
ら
れ
な
か
っ
た

光
景
で
す
。

　

糞
や
巣
穴
を
調
べ
た
結
果
、
モ

モ
ン
ガ
の
巣
で
あ
る
こ
と
が
判
明

し
ま
し
た
。

　

昨
年
ま
で
も
コ
ー
ス
の
尾
根
付

近
の
ダ
ケ
カ
ン
バ
の
老
木
に
は
モ

モ
ン
ガ
の
巣
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、

今
年
は
麓
付
近
に
巣
が
増
え
て
お

り
、
参
加
し
た
人
た
ち
を
喜
ば
せ 参加者のために牛乳を提供してくれた丸藤さん参加者のために牛乳を提供してくれた丸藤さん

案内人の奥田さんと、説明に耳を傾ける参加者案内人の奥田さんと、説明に耳を傾ける参加者

焚火を囲む参加者焚火を囲む参加者



今
年
度
中
に
検
討
を
し
て
行
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
今
年
度
の
薪
の
種
類
で
す
が
、

広
葉
樹
ミ
ッ
ク
ス
・
カ
ラ
マ
ツ
・
端

材
薪
の
3
種
類
に
な
り
ま
す
。
価
格

等
は
後
日
お
知
ら
せ
君
な
ど
を
利
用

し
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。　

　

ご
注
文
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！

　

私
事
で
は
あ
り
ま
す
が
、
5
月
よ

り
中
川
4
区
か
ら
佐
久
地
区
に
引
越

し
し
ま
し
た
。

　

4
区
に
は
、
ま
る
1
年
住
ま
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
近
隣
の
方
々
は

じ
め
皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。

　

今
後
は
佐
久
に
住
み
、
地
域
活
性

化
な
ど
も
目
標
に
こ
れ
か
ら
も
精
進

し
て
い
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

4
月
よ
り
薪
生
産
を

　
　
　
　
　

「
安
川
三
集
会
所
前
」

で
開
始
し
ま
し
た
。

　

昨
年
度
は
「
旧
佐
久
保
育
所
」
に

て
作
業
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
か

ら
安
川
三
集
会
所
近
く
で
生
産
し
て

い
ま
す
。

　

さ
て
薪
生
産
で
す
が
、
今
年
度
は

1
2
0
立
方
メ
ー
ト
ル
の
生
産
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
数

量
を
1
人
で
生
産
す
る
の
は
大
変
厳

し
い
こ
と
で
す
の
で
、
町
内
の
各
林

業
会
社
さ
ん
に
協
力
を
お
願
い
し
、

現
在
一
緒
に
作
業
を
し
て
い
ま
す
。

　

一
緒
に
作
業
す
る
事
に
よ
っ
て
、

段
取
り
や
作
業
の
進
め
方
な
ど
を
勉

強
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

今
年
で
薪
事
業
も
2
年
目
に
な
り
、

作
業
工
程
の
見
直
し
、
収
支
の
バ
ラ

ン
ス
な
ど
昨
年
ま
っ
た
く
出
来
な
か

っ
た
部
分
を
改
善
し
、
作
業
期
間
の

短
縮
や
収
支
デ
ー
タ
の
採
取
な
ど
協

力
隊
卒
業
後
の
方
向
性
も
見
据
え
、

『H27年薪生産について』
藤 田 達 也
ふじ た たつ や
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問い合わせ先　産業振興課産業振興室　☎7－2816

町の振興や発展のために東奔西走する地域おこし協力隊の
活動の様子を紹介します

中川町地域おこし協力隊活動記33

く
と
も
2
年
以
上
置
い
た
方
が
良
い

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
い
っ
た
処
理
の
方
法
は
、
昨

年
様
々
な
方
法
を
試
し
て
検
討
し
ま

し
た
。
樹
種
や
木
目
の
状
態
、
木
の

個
体
差
な
ど
に
よ
っ
て
様
々
な
変
容

を
し
ま
す
の
で
、
ま
だ
迷
う
こ
と
も

多
い
で
す
が
、
少
し
ず
つ
最
善
の
処

理
方
法
を
見
つ
け
出
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

今
回
の
作
業
は
あ
く
ま
で
下
ご
し

ら
え
。
こ
の
あ
と
何
年
も
か
け
て
天

然
乾
燥
し
、
加
工
し
て
製
品
が
出
来

上
が
り
ま
す
。
こ
の
前
に
も
、
山
で

育
ち
、
伐
倒
・
運
搬
さ
れ
て
麓
ま
で

や
っ
て
く
る
時
間
が
あ
り
ま
す
。
そ

し
て
、
木
製
品
に
加
工
さ
れ
る
時
間
、

使
い
手
に
渡
る
ま
で
お
店
で
人
目
に

さ
ら
さ
れ
る
時
間
を
経
て
、
木
製
品

と
し
て
の
役
割
を
担
う
の
で
す
。
木

と
い
う
素
材
の
息
の
長
さ
を
実
感
し
、

改
め
て
、
大
切
に
つ
く
ろ
う
と
背
筋

が
伸
び
る
思
い
が
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

早
春
の
こ
の
季
節
、

冬
に
伐
倒
さ
れ
た
木
材
を
切
り
揃
え
、

売
り
払
わ
れ
た
後
に
残
る
半
端
丈
や

根
本
の
部
分
の
木
の
塊
を
ク
ラ
フ
ト

原
料
に
し
て
い
ま
す
。

　

土
場
で
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
使
っ
て

ブ
ロ
ッ
ク
状
に
し
て
も
ら
い
、
そ
れ

を
ソ
リ
で
運
び
出
し
ま
す
。
生
木
は

思
っ
て
い
た
よ
り
も
ず
っ
と
重
た
く
、

大
き
い
塊
で
は
、
20
キ
ロ
グ
ラ
ム
は

優
に
超
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
ソ
リ

に
積
み
、
何
十
往
復
も
。

　

運
び
出
し
た
材
料
は
、
す
ぐ
に
木

取
り
し
、
乾
燥
に
よ
る
割
れ
を
防
止

す
る
た
め
、
木
口
面
に
は
ボ
ン
ド
を

塗
布
し
ま
し
た
。
木
目
の
状
態
に
よ

っ
て
、
板
や
棒
状
に
、
う
つ
わ
用
に

は
、
丸
く
切
り
ま
す
。
厚
い
木
を
切

る
の
で
何
度
も
刃
が
折
れ
ま
し
た
。

う
つ
わ
用
の
材
料
は
、
こ
の
あ
と
旋

盤
で
大
ま
か
な
器
形
に
し
て
、
天
然

乾
燥
さ
せ
ま
す
。
こ
れ
が
、
安
定
し

た
水
分
に
落
ち
着
く
ま
で
に
は
少
な

『原料のしたごしらえ』
斎 藤 綾 子
さい とう あや こ



■
解
氷
ク
イ
ズ
結
果

　

中
川
町
の
春
を
知
ら
せ
る
イ
ベ

ン
ト
「
天
塩
川
春
・
発
信
in
な
か

が
わ
」
。
今
年
の
解
氷
ク
イ
ズ
は
、

「
ま
だ
か
？
ま
だ
か
？
」
と
思
う

方
も
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

今
冬
の
天
塩
川
の
結
氷
状
況
は
、

平
年
に
比
べ
気
温
が
高
く
、
氷
が

軟
ら
か
い
状
況
で
あ
っ
た
た
め
に

ア
イ
ス
ジ
ャ
ム
（
氷
が
詰
ま
っ
て

水
位
が
上
昇
す
る
現
象
）
の
規
模

が
小
さ
い
状
況
で
し
た
。

　

ま
た
、
解
氷
時
期
も
例
年
よ
り

早
く
、
融
雪
に
よ
る
流
量
増
加
前

に
解
氷
し
て
し
ま
い
、
標
識
木
だ

け
が
残
っ
て
し
ま
い
「
ま
だ
か
？

ま
だ
か
？
」
に
つ
な
が
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　

標
識
木
の
設
置
箇
所
、
時
期
に

つ
い
て
は
、
次
年
度
に
向
け
、
研

究
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
の
正
解
者
は
2
分
違
い
の

中
川
町
民
の
方
で
し
た
。
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

中
川
町
で
は
、
全
面
結
氷
す
る
大
河
「
天
塩
川
」
の
解
氷
日

時
を
当
て
る
ク
イ
ズ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

天
塩
川
に
、
春
の
扉
と
呼
ば
れ
る
標
識
木
を
立
て
、
解
氷
し

そ
れ
が
流
れ
出
し
た
時
、
中
川
町
は
春
を
迎
え
ま
す
。

解
氷
ク
イ
ズ
の
お
問
合
せ
先

　

中
川
町　

観
光
協
会

　
　
　
　

☎
7
・
2
1
1
7

　

中
川
町　

産
業
振
興
課

　
　
　
　

☎
7
・
2
8
1
6

解氷時刻
　平成27年3月19日
　午前7時23分

応募総数
　総　数　3,941通

天
塩
川 

春
・
発
信 

ｉｎ 

な
か
が
わ
2
0
1
5

　

 

た
く
さ
ん
の
ご
応
募

　
　
　
　
　
　

 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

天
塩
川 

春
・
発
信 

ｉｎ 

な
か
が
わ
2
0
1
5

　

 

た
く
さ
ん
の
ご
応
募

　
　
　
　
　
　

 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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Q 中川町の印象は？
A 南から入町すると険しい谷間を抜けて広い平野に出た
　 ときの解放感が素晴らしく、山も平地もある自然豊か
　 な街だと思いました。町の人たちも皆気持ちよく挨拶
　 してくださってとても気持ちの良い街であると印象を
　 うけました。
Q ３年後の目標は？
A ハンターとして独り立ちできるように多くの技能を身
　 に着け、いずれは森全体を管理する森番のような存在
　 を目指します。
Q 最後にひとこと！
A 私の体は大きいので山で大きな人影を見かけましたら、
　 クマと間違えないようお願い致します（笑）。
　 お気軽にお声掛けください。

名　前

年　齢

出身地

特　技

趣　味

服部　一雄（はっ
とり　かずお）

43歳

北海道浦河町

重機の運転

釣り・囲碁

中川町地域おこし協力隊に新しい仲間が来ました！！
中川町のあちらこちらで見かけると思います。
町民のみなさん気軽に声をかけてください。

身長 187㎝ 　　 
体重 105 ㎏ です。
力士の臥牙丸と身長は
同じくらいですが、
体重は半分です。



◆
中
央
小
学
校

◆
中
川
中
学
校

三
野
宮　

誠　

一　

教
頭

親
子
共
々
こ
れ
か
ら
お
世
話
に
な
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

石　

井　

健　

一 

さ
ん

丸　

山　

み
ち
よ 

さ
ん

藤　

本　

隆　

幸 

さ
ん

（
4
区
）

（
佐
久
）

（
5
区
）

い
ち

せ
い

の
み
や

さ
ん千　

葉　

祐　

貴　

教
諭

新
た
な
出
会
い
を
大
切
に
し
て
、
元
気
に

過
ご
し
て
い
き
た
い
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

き

ゆ
う

ば

ち川　

股　

佐
友
里　

教
諭

早
く
中
川
町
に
慣
れ
て
、
楽
し
く
過
ご
し

た
い
で
す
。

り

さ

ゆ

ま
た

か
わ橋　

本　

幸　

樹　

教
諭

中
央
小
の
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
、
楽
し

い
授
業
を
た
く
さ
ん
し
た
い
で
す
。

き

さ

も
と

は
し熊　

谷　

彩　

加　

事
務
職
員

中
川
町
の
こ
と
を
早
く
知
り
、
頑
張
っ
て

い
き
た
い
で
す
。

か

あ
や

が
い

く
ま

◆◆

各学校に着任した教職員の皆さんを各学校に着任した教職員の皆さんを
紹介します紹介します

各学校に着任した教職員の皆さんを
紹介します

永年の交通安全指導により、永年の交通安全指導により、
指導員の皆さんが表彰を受けました。指導員の皆さんが表彰を受けました。
永年の交通安全指導により、

指導員の皆さんが表彰を受けました。
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上　

坂　

美　

織　

教
諭

中
川
町
の
生
徒
た
ち
の
た
め
に
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

お
り

み

さ
か

う
え

町
職
員
の
新
採
用

　

主
事　
　

山
本　

龍
哉
（
環
境
整
備
課　

環
境
整
備
室
）

　

主
事
補　

亀
田　

史
織
（
住
民
課　

幸
福
推
進
室
）

　

主
事
補　

島
津　

依
真
（
幼
児
セ
ン
タ
ー
）
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平
成
26
年
度
に
寄
附
を
い
た
だ
い
た
方
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
皆
さ
ん
か
ら

の
温
か
い
寄
附
に
心
か
ら
感
謝
し
、
い
た
だ
い
た
寄
附
金
は
大
切
に
使
わ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

■
寄
附
金
額　

1
3
4
万
8
8
8
5
円
（
9
名
様
）

■
寄
附
者
（
寄
附
の
日
付
順
に
、
公
表
に
同
意
を
い
た
だ
い
た
方
を
掲
載
）

　
　
　

中　

尾　
　
　

稔　

様
（
北
海
道
音
威
子
府
村
）

　
　
　

寺　

澤　

良　

忠　

様
（
千
葉
県
浦
安
市
）

　
　
　

小
野
寺　

敏　

一　

様
（
千
葉
県
千
葉
市
）

　
　
　

梅　

津　

和　

弘　

様
（
北
海
道
札
幌
市
）

　
　
　

山　

本　

英　

二　

様
（
千
葉
県
船
橋
市
）

　
　
　

北
海
道
立
中
川
商
業
高
等
学
校
同
窓
会　

様
（
北
海
道
中
川
町
）

　
　
　

寺　

田　
　
　

勉　

様
（
北
海
道
札
幌
市
）

■
こ
れ
ま
で
寄
附
を
い
た
だ
い
た
方
々
か
ら
の
伝
文
を
紹
介
し
ま
す

　

・
子
供
た
ち
の
た
め
に
使
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

・
故
郷
、
中
川
町
の
発
展
を
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

　

・
中
川
町
の
自
然
遺
産
に
関
す
る
活
用
、
保
存
、
研
究
に
ご
利
用
い
た
だ
け

　
　

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

・
世
の
為
人
の
為
に
な
る
人
材
の
育
成
に
お
役
立
て
下
さ
い
。

　

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
踏
ま
え
、
こ
れ
か
ら
の
中
川
町
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
関
わ
る
税
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
最
寄
り
の
税
務
署

ま
た
は
お
住
ま
い
の
市
区
町
村
の
税
務
担
当
部
署
に
お
願
い
し
ま
す
。

【
中
川
町
ふ
る
さ
と
寄
附
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
先
】

　

総
務
課
企
画
財
政
室　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
7
・
2
8
1
9

「
中
川
町
ふ
る
さ
と
寄
附
」に

「
中
川
町
ふ
る
さ
と
寄
附
」に

ご
協
力
い
た
だ
き
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ご
協
力
い
た
だ
き
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

こ
れ
か
ら
も
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

こ
れ
か
ら
も
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

「
中
川
町
ふ
る
さ
と
寄
附
」に

ご
協
力
い
た
だ
き
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

こ
れ
か
ら
も
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

美
深
警
察
署　

☎
2
・
1
1
1
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
川
駐
在
所　

☎
7
・
2
0
1
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
久
駐
在
所　

☎
8
・
5
0
7
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　

警
察
相
談
電
話　

☎
＃
9
1
1
0

駐 在 所

⑴
自
転
車
運
転
者
講
習
が
始
ま
り
ま
す

⑴
自
転
車
運
転
者
講
習
が
始
ま
り
ま
す

⑴
自
転
車
運
転
者
講
習
が
始
ま
り
ま
す

⑴
自
転
車
運
転
者
講
習
が
始
ま
り
ま
す

　

平
成
27
年
6
月
1
日
か
ら
自
転
車
の
運
転
に
よ
る
交
通
の
危
険
を
防
止
す
る
た

め
、
交
通
に
危
険
を
及
ぼ
す
違
反
行
為
を
3
年
間
で
2
回
以
上
反
復
し
た
者
に
対

し
、
公
安
委
員
会
は
3
か
月
間
の
範
囲
を
指
定
し
て
自
転
車
運
転
者
講
習
の
受
講

を
命
ず
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

講
習
手
数
料
は
、
3
時
間
で
1
回
5
，
7
0
0
円
で
す
。

　

ま
た
、
講
習
を
受
講
し
な
い
者
に
対
し
て
は
、
罰
則
（
5
万
円
以
下
の
罰
金
）

が
あ
り
ま
す
。

交
通
に
危
険
を
及
ぼ
す
違
反
行
為
一
覧

　

①
信
号
無
視　

②
通
行
禁
止
違
反　

③
歩
行
者
用
道
路
に
お
け
る
車
両
の
義
務

　

違
反
（
徐
行
違
反
）
④
通
行
区
分
違
反　

⑤
路
側
帯
通
行
時
の
歩
行
者
の
通
行

　

妨
害　

⑥
遮
断
踏
切
立
入
り　

⑦
交
差
点
安
全
進
行
義
務
違
反
等　

⑧
交
差
点

　

優
先
車
妨
害
等　

⑨
環
状
交
差
点
安
全
進
行
義
務
違
反
等　

⑩
指
定
場
所
一
時

　

不
停
止
等　

⑪
歩
道
通
行
時
の
通
行
方
法
違
反　

⑫
制
動
装
置
（
ブ
レ
ー
キ
）

　

不
良
自
転
車
運
転　

⑬
酒
酔
い
運
転　

⑭
安
全
運
転
義
務
違
反

⑵
自
転
車
安
全
利
用
五
則
を
守
り
ま
し
ょ
う

自
転
車
安
全
利
用
五
則
を
守
り
ま
し
ょ
う

⑵
自
転
車
安
全
利
用
五
則
を
守
り
ま
し
ょ
う

⑵
自
転
車
安
全
利
用
五
則
を
守
り
ま
し
ょ
う

　

自
転
車
は
と
て
も
便
利
で
環
境
に
優
し
い
乗
り
物
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
無
視
し
た
乗
り
方
は
重
大
な
交
通
事
故
に
つ

な
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

ル
ー
ル
を
守
っ
て
安
全
に
自
転
車
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

【
自
転
車
安
全
利
用
五
則
】

　

1　

自
転
車
は
、
車
道
が
原
則
、
歩
道
は
例
外

　

2　

車
道
は
左
側
を
通
行

　

3　

歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
、
車
道
寄
り
を
徐
行

　

4　

安
全
ル
ー
ル
を
守
る

　

5　

子
ど
も
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用



3月の入札・見積り合わせ契約結果

平成26年度　
農業振興センター
車庫屋根改修工事

平成26年災
町道琴平アユマナイ線
道路災害復旧工事

工事・業務名
入札・見積り合わせ結果

第1回
契約金額（円） 落札率 工事などの概要 期　　間

入札・見積り合わせ
参加業者

（※落札業者）

復旧延長L=89m
かごマット工（多段）
A=219㎡

復旧延長L=25m
かごマット工（多段）
A=73㎡

復旧延長L=56m
コンクリートブロック積工
（練積）L=54m　A=178㎡

復旧延長L=28m
コンクリートブロック積工
（練積）L=21m　A=94㎡

車庫屋根改修一式

町有林の間伐　3.60ha

MCWEL後期高齢者医療
システム機器更新一式

756,000

1,933,200

1,890,000

12,096,000

4,590,000

15,854,400

10,692,000

67,716,000

2,025,000

2,052,000

1,728,000

21,384,000

予定価格（円）

平成26年度
MCWEL後期高齢者
医療システム機器
更新委託業務

町有林除間伐事業　
平成26年度　
町有林列状間伐工事

平成26年災
町道富和3線道路
災害復旧工事

平成26年災　
宇戸内川
河川災害復旧工事

平成26年災　
ペンケシップ川
河川災害復旧工事

700,000

710,000

720,000

720,000

1,790,000

1,790,000

1,800,000

1,800,000

1,750,000

11,200,000

11,250,000

11,320,000

4,250,000

4,300,000

4,300,000

14,680,000

14,720,000

14,750,000

9,900,000

9,950,000

9,960,000

62,700,000

62,900,000

63,000,000

1,875,000

1,900,000

1,600,000

19,800,000

第2回

着工　平成27年3月25日

竣工　平成27年10月20日

着工　平成27年3月19日

竣工　平成27年8月20日

平成26年災
町道板谷志見山線
地すべり災害復旧工事

復旧延長L=115m
押え盛土V=1,970㎥
集水井（φ3.5m）2基

着手　平成27年4月1日

完了　平成28年3月31日

着手　平成27年4月1日

完了　平成28年3月31日

着手　平成27年4月1日

完了　平成28年3月31日

平成27年度
庁舎警備委託業務 役場庁舎警備業務一式

平成27年度
生涯学習センター
警備委託業務

平成27年度
学校警備委託業務

生涯学習センター警備
業務一式

小中学校警備業務一式

着工　平成27年3月19日

竣工　平成27年8月28日

着工　平成27年3月20日

竣工　平成27年8月10日

着工　平成27年3月19日

竣工　平成27年8月20日

着手　平成27年3月6日

完了　平成27年3月31日

着工　平成27年3月5日

竣工　平成27年3月20日

着工　平成27年3月5日

竣工　平成27年3月30日

768,960

1,944,000

1,969,920

12,333,600

4,665,600

16,092,000

10,864,800

69,098,400

2,029,320

2,053,080

1,733,400

21,868,920

着手　平成27年4月1日

完了　平成28年3月31日

平成27年度
中川・佐久簡易水道
施設維持管理委託業務

中川・佐久・豊里・安平志内
浄水場を含む簡易水道施設
の維持管理

※天塩川工業㈱

㈲大須賀工務店

㈱吉川組

㈲佐藤組

※遠藤工業㈲

中川町森林協同組合

上川北部森林組合中川支所

天塩川工業㈱

※㈱HDC

※植村技建㈲

㈲佐藤組

㈱吉川組

※㈲佐藤組

㈱吉川組

植村技建㈲

※㈱吉川組

㈲佐藤組

植村技建㈲

※㈱吉川組

㈲佐藤組

植村技建㈲

※㈱中川阿部建設

㈱常盤天塩川建設

㈱佐藤工建

※エス・テー警備保障㈱

※エス・テー警備保障㈱

※エス・テー警備保障㈱

※㈱中川水道

98.3％

99.4％

95.9％

98.1％

98.4％

98.5％

98.4％

98.0％

99.8％

99.9％

99.7％

97.8％
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問い合わせ先　総務課企画財政室　☎7－2819

平成27年度
雑用水施設維持管理
委託業務

平成27年度
中川浄化センター
汚泥運搬委託業務

工事・業務名
第1回

契約金額（円） 落札率 工事などの概要 期　　間
入札・見積り合わせ

参加業者
（※落札業者）

住民バス運行業務一式

スクールバス運行業務

年64回の汚泥運搬

中川浄化センター・佐久
汚水処理施設を含む
下水道施設の維持管理

雑用水施設の維持管理

エコミュージアムセンター
施設管理・物産開発

スクールバス及び住民バス
（国府方面）運行業務

1,047,600

7,020,000

5,940,000

6,739,200

4,946,400

1,836,000

21,880,800

1,512,000

1,728,000

予定価格（円）

平成27年度
スクールバス及び
住民バス運行委託業務

平成27年度
エコミュージアムセンター
施設管理・物産開発
委託事業

平成27年度
中川町農業集落
排水処理施設
維持管理委託業務

平成27年度
スクールバス
運行委託業務

平成27年度
中川町住民バス
運行委託業務

970,000

6,500,000

5,500,000

5,750,000

6,240,000

6,350,000

4,580,000

4,700,000

1,700,000

20,260,000

1,400,000

辞退　　

1,600,000

第2回

平成27年度
基幹水利施設管理事業
誉平地区排水機場
点検整備委託業務

春季点検一式
（各エンジン、ポンプ外）

着手　平成27年4月1日

完了　平成28年3月31日

着手　平成27年4月1日

完了　平成28年3月31日

着手　平成27年4月1日

完了　平成28年3月31日

着手　平成27年4月1日

完了　平成28年3月31日

着手　平成27年4月1日

完了　平成28年3月31日

着手　平成27年4月1日

完了　平成28年3月31日

着手　平成27年4月1日

完了　平成28年3月31日

着手　平成27年4月1日

完了　平成28年3月31日

着手　平成27年4月1日

完了　平成28年3月31日

平成27年度
役場庁舎管理委託業務 役場庁舎管理業務一式

1,081,080

7,094,520

6,059,880

6,819,120

5,066,280

1,857,600

22,561,200

1,527,120

1,737,029

※　㈱中川水道

※特定営利活動法人エコール咲く

※㈱中川自工サービス

㈲平和ハイヤー

※㈲平和ハイヤー

㈱中川自工サービス

※㈲平和ハイヤー

㈱中川自工サービス

※北部クリーン企業組合

※㈱テクノス北海道

　

※㈱荏原製作所北海道支社

㈱クボタ北海道支社

※中川町高齢者就労センター

96.9％

98.9％

98.0％

98.8％

97.6％

98.8％

97.0％

99.0％

99.5％
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のの
新着図書新着図書新着図書

ちゃいむ図書室ちゃいむ図書室

　

日
頃
の
で
き
ご
と
や
風
景
・
季
節
に
感
じ
た
こ

と
思
っ
た
こ
と
を
短
歌
で
一
首
ま
た
は
、
俳
句
で

一
句
詠
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　

短
歌
や
俳
句
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

 

短
歌
同
好
会　

俳
句
紫
苑
会　

　
　

   

連
絡
先（
ど
ち
ら
も
）古
市
和
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

☎
7
・
2
8
5
0

●
月
刊
会
報
「
ま
ほ
ろ
ば
」
を
ご
希
望
の
方
は
、

　

年
会
費
5
0
0
円
の
購
読
会
員
制
を
ご
利
用

　

く
だ
さ
い
。

　

お
申
し
込
み
は
、
事
務
局
（
古
市
和
子
さ
ん

　

☎
7
・
2
8
5
0
）
へ

　

お
願
い
し
ま
す
。

し
お
ん

〔
短　

歌
〕　

今
月
の
お
題
「
夢
」
ま
た
は
自
由
詠

長
引
き
し
風
邪
に
気
重
な
日
々
な
れ
ど
快
方
に
向
く
立
春
の
朝　
　
　
　
　
　
　
　
　

鎌
田　

陽
子

赤
城
下
ろ
し
吹
き
捲
く
ひ
と
日
を
麦
踏
み
し
足
裏
の
き
し
み
夢
に
還
り
く　
　
　
　
　

小
林　

淑
子

早
春
の
空
の
碧
さ
を
断
ち
分
け
て
飛
行
機
雲
が
夢
を
曳
き
ゆ
く　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
市　

和
子

ま
だ
亡
母
が
雪
の
辺
り
に
い
る
よ
う
で
豆
ま
き
は
せ
ず
食
む
落
花
生　
　
　
　
　
　
　

山
内　

智
子

出
入
り
な
き
隣
家
気
に
な
る
冬
ひ
と
日
軒
に
つ
ら
ら
の
長
く
伸
び
い
て　
　
　
　
　
　

山
内
美
津
枝

お
ぞ
ま
し
き
世
の
さ
ま
ざ
ま
に
夢
殿
の
救
世
観
音
よ
い
で
ま
せ
と
乞
う　
　
　
　
　
　

祈
る
人

吹
き
だ
ま
る
雪
に
玄
関
を
閉
ざ
さ
れ
て
今
日
は
昼
寝
の
夢
で
除
雪
か　
　
　
　
　
　
　

夢
見
る
人

若
き
ら
が
夢
は
ぐ
く
み
し
高
校
は
「
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
」
わ
れ
ら
が
励
み　
　
　
　

励
む
人

〔
俳　

句
〕

冬
逝
け
ど
春
は
未
だ
の
日
の
だ
る
さ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

只
野
人

古
稀
過
ぎ
て
明
日
の
あ
る
身
や
雪
明
か
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

只
野
人

声
高
く
飛
び
交
う
鳥
ら
木
の
芽
風　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野　
　

廣

白
樺
の
雫
に
い
や
さ
れ
彼
岸
去
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野　
　

廣

夢
に
会
ふ
友
み
な
若
し
万
愚
節　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
市　

和
子

逝
く
友
に
早
春
の
陽
の
か
げ
り
な
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
市　

和
子

ま ち の 文 芸ま ち の 文 芸ま ち の 文 芸
洋子さんの本棚

地方消滅の罠

一生使える“算数力”は親が教えなさい。

中間・期末テストに強くなる勉強法

女性なら知っておきたい
「遺伝性がん」のこと

文房具大賞=〔2015〕
（私のベスト文房具）

今日も嫌がらせ弁当

幸せな牛からおいしい牛乳

火星に住むつもりかい？

EPITAPH東京

冤罪凶状

火花

手のひらの幻獣

有頂天家族〔2〕（二代目の帰朝）　

おめんです・おめんです 2

ねずみのオスカーとはるのおくりもの

楽しく遊ぶ学ぶ　よのなかの図鑑

小川洋子・平松洋子 著

山下祐介 著

マルコ社

坂本七郎 著

市川喜仁 著

宝島社

ｔｔｋｋ 著

中洞　正 著

伊坂幸太郎 著

恩田　陸 著

澤田ふじ子 著

又吉直樹 著

三崎亜記 著

森見登美彦 著

いしかわこうじ 作

リリアン・ホーバン 作

小学館

広報なかがわ
2015（H27）. 5月号 16



17 広報なかがわ
2015（H27）. 5月号

　

国
保
加
入
者
の
病
気
な
ど
の

予
防
や
早
期
に
発
見
・
治
療
を

目
的
に
、
人
間
ド
ッ
ク
の
受
診

費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま

す
。

■
助
成
の
額

　

約
1
万
2
0
0
0
円

（
国
保
の
特
定
健
診
と
町
の
が

ん
検
診
の
費
用
を
基
準
に
助
成

し
ま
す
）

■
対
象
者

　

国
保
加
入
者
で
、
受
診
日
現

在
満
30
歳
か
ら
74
歳
の
方

（
た
だ
し
、
国
保
税
の
滞
納
が

あ
る
世
帯
の
方
は
除
き
ま
す
）

■
助
成
の
回
数

　

年
度
内
に
国
保
加
入
者
1
人

に
つ
き
1
回
ま
で

■
手
続
き
な
ど

①
事
前
に
役
場
窓
口
へ
お
申
し

　

込
み
く
だ
さ
い
（
電
話
で
も

　

受
け
付
け
て
い
ま
す
）。

②
人
間
ド
ッ
ク
受
診
後
に
助
成

　

の
申
請
を
し
ま
す
。

③
助
成
金
は
、
申
請
の
翌
月
に

　

世
帯
主
の
口
座
に
振
り
込
ま

　

れ
ま
す
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の

•
人
間
ド
ッ
ク
の
領
収
書

•
世
帯
主
の
預
金
口
座
番
号
が

　

わ
か
る
も
の

•
印
か
ん

•
健
診
結
果
表
（
必
ず
ご
持
参

　

く
だ
さ
い
）

■
そ
の
他

＊
国
保
の
特
定
健
康
診
査
や
職

　

場
健
診
な
ど
を
受
け
た
方
は

　

助
成
の
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

＊
人
間
ド
ッ
ク
を
受
け
る
病
院

　

な
ど
の
指
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

＊
そ
の
他
わ
か
ら
な
い
こ
と
が

　

あ
り
ま
し
た
ら
、
お
問
い
合

　

わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

住
民
課
幸
福
推
進
室

　
　
　
　
　

☎
7
・
2
8
1
3

し
あ
わ
せ

ご
存
じ
で
す
か
？

ご
存
じ
で
す
か
？

ご
存
じ
で
す
か
？

ご
存
じ
で
す
か
？

ご
存
じ
で
す
か
？

こくほこくほ

人
間
ド
ッ
ク
の
費
用
の一部
を

人
間
ド
ッ
ク
の
費
用
の一部
を

　
　
　
　

助
成
し
て
い
ま
す
！

　
　
　
　

助
成
し
て
い
ま
す
！

人
間
ド
ッ
ク
の
費
用
の一部
を

　
　
　
　

助
成
し
て
い
ま
す
！

　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
（
全
額
免
除
・
一
部
納
付
）
・
若
年
者
納
付
猶
予
・
学
生
納
付
特
例

の
承
認
を
受
け
ら
れ
た
期
間
が
あ
る
場
合
、
保
険
料
を
全
額
納
め
た
と
き
よ
り
も
老
齢
基
礎
年
金

の
受
け
取
り
額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
期
間
の
保
険
料
は
、
将
来
受
け
取
る
老
齢
年
金
を
増
額
す
る
た
め
に
、
10

年
以
内
で
あ
れ
ば
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
（
追
納
）
こ
と
が
で
き
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
期
間
・

　
　
　
　
納
付
猶
予
期
間
が
あ
る
方
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

追
納
を
お
す
す
め
し
ま
す
！

　

平
成
27
年
9
月
ま
で
、
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
期
間
が
過
去
2
年
か
ら
10
年
に
延
長
さ
れ
て
い

ま
す
。
将
来
受
け
取
る
年
金
額
の
増
額
や
、
年
金
の
受
給
資
格
が
得
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

ご
利
用
い
た
だ
け
る
方
（
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
は
お
申
込
み
で
き
ま
せ
ん
）

　
　

①
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方

　
　
　

10
年
以
内
に
納
め
忘
れ
の
期
間
（
納
付
・
免
除
以
外
）
や
未
加
入
期
間
を
お
持
ち
の
方

　
　

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方

　
　
　

①
の
期
間
の
ほ
か
任
意
加
入
中
に
納
め
忘
れ
の
期
間
を
お
持
ち
の
方

　
　

③
65
歳
以
上
の
方

　
　
　

年
金
受
給
資
格
が
な
く
任
意
加
入
中
の
方　

　

※
追
納
・
後
納
ど
ち
ら
も
、
過
去
3
年
以
前
の
期
間
は

　
　

当
時
の
保
険
料
に
加
算
金
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
旭
川
年
金
事
務
所　

お
客
様
相
談
室　

☎
0
1
6
6
・
7
2
・
5
0
0
4

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
方
へ　

　
　
　
　
　
　
「
後
納
制
度
」を
ご
利
用
く
だ
さ
い
！



保
健
だ
よ
り

保
健
だ
よ
り

保
健
だ
よ
り

しあわせ

問い合わせ先　住民課幸福推進室　保健師　☎7－2813
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【
今
月
の
テ
ー
マ
】  

気
を
つ
け
た
い
不
整
脈
と
そ
の
症
状

◆
脈
の
自
己
チ
ェ
ッ
ク

　

中
川
町
の
健
診
で
は
、
40
歳
以

上
の
方
に
心
電
図
検
査
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

昨
年
町
の
健
診
で
実
施
し
た
心

電
図
検
査
の
結
果
で
は
、
「
不
整

脈
」
が
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。

　

と
く
に
、
男
性
の
60
歳
代
か
ら

増
え
て
い
ま
す
。

　

不
整
脈
に
は
色
々
な
種
類
が
あ

り
、
心
配
の
い
ら
な
い
も
の
や
、

意
識
を
失
っ
た
り
突
然
死
に
つ
な

が
る
危
険
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
3
月
の
健
康
講
座
で
は
、

旭
川
厚
生
病
院
健
診
セ
ン
タ
ー
の

新
野
峰
久
先
生
に
、
気
を
つ
け
た

い
不
整
脈
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
の

で
、
不
整
脈
の
特
徴
を
知
り
自
己

管
理
に
つ
な

げ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

◆
不
整
脈
と
は
？

　

心
臓
は
血
液
を
送
り
出
す
た
め

に
、
心
房
と
心
室
が
一
定
の
リ
ズ

ム
で
拡
張
・
収
縮
を
繰
り
返
し
ま

す
。
そ
の
リ
ズ
ム
が
乱
れ
、
心
臓

の
拍
動
が
速
く
な
っ
た
り
、
遅
く

な
っ
た
り
す
る
の
が
不
整
脈
で
す
。

　

不
整
脈
が
あ
る
と
、
全
身
に
血

液
を
し
っ
か
り
送
る
こ
と
が
で
き

ず
、
急
な
動
悸
、
息
苦
し
さ
、
め

ま
い
・
失
神
が
起
こ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

し
か
し
、
自
覚
症
状
が
な
い
場

合
も
あ
り
、
心
電
図
を
調
べ
て
発

見
さ
れ
る
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
。

◆
危
険
な
不
整
脈
を
知
ろ
う

　

ど
ん
な
症
状
に
危
険
な
不
整
脈

が
隠
れ
て
い
る
か
を
知
っ
て
お
く

こ
と
は
大
切
で
す
。
注
意
が
必
要

な
不
整
脈
と
そ
の
症
状
等
を
あ
げ

ま
し
た
。
あ
て
は
ま
る
項
目
が
あ

る
場
合
は
循
環
器
科
へ
の
受
診
を

お
す
す
め
し
ま
す
。

▼
脈
が
遅
く
な
る
「
徐
脈
」

　

血
液
循
環
が
悪
く
な
り
、
め
ま

い
や
失
神
を
お
こ
し
、
け
が
や
事

故
に
つ
な
が
り
ま
す
。

□
脈
が
1
分
間
に
40
回
以
下

□
脈
が
飛
ぶ

□
急
に
気
を
失
う

□
脈
が
遅
く
、
息
切
れ
・
だ
る
さ

　

・
む
く
み
も
あ
る

□
心
電
図
で
「
洞
徐
脈
」
が
あ
っ　
　

　

た
▼
脈
が
速
く
な
る
「
心
房
細
動
」

　

心
臓
の
心
房
が
け
い
れ
ん
し
た

状
態
で
、
血
栓
が
で
き
や
す
く
な

り
、
で
き
た
血
栓
が
脳
の
血
管
へ

運
ば
れ
脳

塞
を
起
こ
し
ま
す
。

□
脈
が
乱
れ
る
、
1
分
間
に
1
0

　

0
回
以
上
と
通
常
よ
り
速
い

□
動
悸（
ド
キ
ド
キ
す
る
）、
め
ま

　

い
、
息
切
れ
、
だ
る
さ
が
あ
る

□
心
電
図
で
「
心
房
細
動
」
が
あ

　

っ
た

□
家
庭
血
圧
計
で
「
脈
の
不
正
」、

　

「
測
定
不
能
」
と
表
示
さ
れ
た

□
手
足
の
し
び
れ
、
脱
力
感

□
心
筋

塞
や
弁
膜
症
の
既
往
有

▼
心
臓
が
停
止
す
る
「
心
室
細
動
」

　

心
臓
の
心
室
が
け
い
れ
ん
し
た

状
態
で
心
臓
か
ら
血
液
を
ま
っ
た

く
送
れ
な
く
な
る
た
め
、
数
秒
で

気
を
失
い
、
数
分
で
脳
に
ダ
メ
ー

ジ
を
受
け
、
突
然
死
に
至
り
ま
す
。

□
重
い
心
臓
病
（
心
筋

塞
、
重

　

症
の
心
不
全
）
が
あ
る

□
心
電
図
で
「
心
室
頻
拍
」
が
あ

　

っ
た

◆
不
整
脈
を
見
逃
さ
な
い
た
め
に

　

心
筋

塞
や
弁
膜
症
、
生
活
習

慣
病
、
甲
状
腺
の
病
気
の
あ
る
方
、

心
臓
の
手
術
後
の
方
は
、
危
険
な

不
整
脈
が
お
こ
り
や
す
い
の
で
注

意
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
不
整
脈
は
加
齢
と
と
も

に
発
生
し
や
す
く
な
る
の
で
、
中

高
年
以
降
の
方
は
年
に
1
回
は
心

電
図
検
査
を
受
け
て
不
整
脈
を
チ

ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

た
だ
し
、
心
電
図
は
検
査
時
に

不
整
脈
が
現
れ
な
い
場
合
、
「
異

常
な
し
」
と
見
な
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

一
度
不
整
脈
の
所
見
が
で
た
ら
、

「
心
臓
に
不
調
が
あ
る
」
と
自
覚

し
た
方
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
日
頃
か
ら
自
分
の
脈
拍

を
測
る
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

（
下
の
囲
み
参
照
）

し
ん
し
つ
ひ
ん
ぱ
く

　

親
指
の
つ
け
ね
の
下
あ
た
り

に
、
反
対
側
の
指
3
本
を
そ
ろ

え
て
当
て
ま
す
。

　

1
分
間
に
60
〜
1
0
0
回
、

時
計
の
秒
針
の
よ
う
に
規
則
正

し
く
脈
が
打
た
れ
て
い
れ
ば
正

常
で
す
。

　

そ
れ
よ
り
脈
が
遅
い
、
ま
た

は
速
い
、
脈
が
飛
ぶ
、
不
規
則

に
打
つ
な
ど
の
場
合
は
、
不
整

脈
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

め
ま
い
・
失
神
が
あ
る
方
は

原
因
が
心
臓
に
あ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
自
己
測
定
を
お

す
す
め
し
ま
す
。



食
べ
る
こ
と

育
つ
こ
と

「
食
」に
関
す
る
情
報
を
お
伝
え
し
ま
す
！

食
育
通
信

食
育
通
信

食
育
通
信

しあわせ

問い合わせ先　住民課幸福推進室　栄養士　☎7－2813

　

今
月
の
食
育
通
信
で
は
、
砂
糖

の
摂
り
過
ぎ
に
な
ぜ
注
意
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
ま
た
、
1

日
の
砂
糖
の
摂
取
量
の
基
準
に
つ

い
て
の
情
報
を
発
信
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

高
血
糖
の
人
や
、
普
段
の
食
生

活
の
中
で
砂
糖
の
摂
り
過
ぎ
が
な

い
か
気
に
な
っ
て
い
る
人
は
、
以

下
の
基
準
を
目
安
に
、
今
後
の
健

康
増
進
や
生
活
習
慣
病
予
防
に
役

立
て
て
下
さ
い
。

　

砂
糖
を
摂
取
す
る
と
血
中
の
糖

（
ブ
ド
ウ
糖
）
が
多
く
な
り
ま
す
。

こ
の
糖
は
、
脳
や
体
を
動
か
す
エ

ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
必
要
な
分
が

使
わ
れ
ま
す
。

　

摂
取
し
た
糖
が
多
過
ぎ
た
場
合

は
、
血
中
の
糖
を
体
に
害
の
無
い

一
定
の
濃
度
（
1
0
0
ミ
リ
リ
ッ

ト
ル
中
0
・
1
グ
ラ
ム
）
に
下
げ

る
た
め
、
筋
肉
や
肝
臓
、
脂
肪
細

胞
に
届
け
て
予
備
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

し
て
貯
め
て
お
き
、
必
要
な
時
は

そ
こ
か
ら
出
し
て
使
い
ま
す
。
そ

の
働
き
を
し
て
い
る
の
が
、
す
い

臓
の
イ
ン
ス
リ
ン
と
い
う
ホ
ル
モ

ン
で
す
。

　

し
か
し
、
砂
糖
の
摂
取
量
が
多

い
と
、
す
い
臓
の
イ
ン
ス
リ
ン
が

た
く
さ
ん
必
要
に
な
り
、
そ
れ
が

習
慣
化
す
る
と
、
や
が
て
す
い
臓

が
疲
れ
て
、
血
糖
値
を
十
分
に
下

げ
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

（
左
図
①
参
照
）

　

人
の
血
液
量
は
、
体
重
に
よ
っ

て
増
加
し
ま
す
が
、
60
キ
ロ
グ
ラ

ム
の
人
で
約
5
リ
ッ
ト
ル
で
す
。

そ
の
中
に
、体
に
必
要
な
量
と
し
て
、

糖
は
約
5
グ
ラ
ム
（
角
砂
糖
1
個

程
度
）
し
か
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

例
え
ば
、
砂
糖
20
グ
ラ
ム
を
含

む
ジ
ュ
ー
ス
を
飲
ん
だ
ら
、
血
液

中
に
20
グ
ラ
ム
（
通
常
の
4
倍
）

の
糖
が
短
時
間
で
入
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

も
し
、
体
重
が
少
な
く
内
臓
も

小
さ
い
子
ど
も
が
同
じ
量
飲
ん
だ

場
合
、
血
液
中
に
含
ま
れ
る
糖
の

量
の
割
合
も
さ
ら
に
増
え
、
体

（
す
い
臓
）
の
負
担
に
な
り
ま
す
。

　

左
図
②
の
砂
糖
量
を
参
考
に
、

種
類
の
選
択
や
食
べ
る
量
と
頻
度

の
調
節
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

バ
ラ
ン
ス
食
で
は
、
1
日
当
た

り
の
砂
糖
の
摂
取
基
準
を
20
グ
ラ

ム
（
大
さ
じ
2
）
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
飲
み
物
や
間
食
に
含

ま
れ
る
砂
糖
量
と
、
料
理
に
使
用

す
る
調
味
料
合
わ
せ
て
の
量
で
す
。

　

日
頃
の
食
生
活
の
目
安
に
し
て

く
だ
さ
い
。

　

左
図
③
の
習
慣
を
取
り
入
れ
る

と
、
さ
ら
に
血
糖
値
の
上
昇
を
抑

え
ら
れ
ま
す
。
生
活
で
実
践
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

砂
糖
の
1
日
の

　
　
基
準
量
は
20
グ
ラ
ム
！

血
液
中
に
含
ま
れ
る

　
　
　
　
　
　

糖
に
つ
い
て

な
ぜ
砂
糖
を
た
く
さ
ん

　

摂
る
と
い
け
な
い
の
か
？

砂
糖
の
1
日
の
基
準
量
に
つ
い
て

広報なかがわ
2015（H27）. 5月号19



広報なかがわ
2015（H27）. 5月号 20

ご長寿さんまちのご長寿さんまちのご長寿さんまちの

小泉利男さん（77歳）

喜寿おめでとうございます

　

食
事
の
後
、
食
器
を
下
げ

ず
に
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
行
こ

う
と
す
る
子
。
「
も
と
に
戻

し
て
ね
」
と
声
を
掛
け
る
と

逃
げ
て
い
き
ま
す
。
戻
さ
れ

て
も
嬉
し
そ
う
に
逃
げ
て
、

ま
た
戻
さ
れ
て
の
繰
り
返
し
。

言
え
ば
言
う
ほ
ど
、
嬉
し
そ

う
に
拒
否
を
し
、
こ
の
繰
り

返
し
を
楽
し
ん
で
い
る
様
子

が
伺
え
ま
す
。

　

食
器
を
下
げ
た
く
な
い
と

い
う
の
で
は
な
く
、
そ
の
行

為
を
す
る
こ
と
で
『
自
分
に

注
目
し
て
欲
し
い
』
と
い
う

ア
ピ
ー
ル
と
、
『
こ
の
人
は

ど
こ
ま
で
自
分
の
行
動
を
許

容
し
て
く
れ
る
の
か
な
』『
ど

う
や
っ
て
自
分
と
係
わ
っ
て

く
れ
る
の
か
な
』
と
試
し
て

い
る
よ
う
で
す
。

　

試
さ
れ
て
い
る
の
で
、
ち

ゃ
ん
と
向
き
合
い
ま
す
。
ま

ず
は
、
食
器
は
下
げ
て
も
ら

い
ま
す
。
「
も
う
、
や
る
か

ら
」
と
怒
り
な
が
ら
も
下
げ

て
く
れ
ま
し
た
。
や
っ
て
く

れ
た
こ
と
に
感
謝
し
て
「
あ

〝
私
を
見
て
て
ね
〞

り
が
と
う
。
こ
れ
で
お
茶
碗

洗
え
る
。
助
か
り
ま
し
た
」

と
伝
え
る
と
、
「
こ
れ
も
手

伝
っ
て
あ
げ
る
」
と
、
嬉
し

そ
う
に
自
分
か
ら
お
手
伝
い

を
申
し
出
て
く
れ
、
一
緒
に

食
器
の
片
づ
け
を
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　

子
ど
も
は
自
分
を
見
て
ほ

し
い
、
自
分
を
認
め
て
ほ
し

い
、
自
分
と
係
わ
っ
て
ほ
し

い
と
い
う
思
い
を
色
々
な
方

法
・
形
で
表
し
て
き
ま
す
。

そ
の
表
し
方
は
好
ま
し
く
な

い
行
動
も
多
く
、
大
人
側
か

ら
す
る
と
イ
ラ
イ
ラ
感
を
募

ら
せ
る
も
の
で
す
。

　

で
も
、
そ
の
背
景
に
何
が

あ
る
の
か
な
と
、
一
呼
吸
お

い
て
思
い
を
巡
ら
せ
て
向
き

合
っ
て
く
だ
さ
い
。
頭
ご
な

し
に
強
く
叱
り
つ
け
た
り
、

拒
否
せ
ず
に
感
じ
取
っ
て
聞

き
取
っ
て
、
子
ど
も
の
思
い

に
寄
り
添
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

『
私
は
、
あ
な
た
を
ち
ゃ

ん
と
見
て
い
る
よ
』
と
、
安

心
感
を
与
え
て
い
く
こ
と
で
、

素
直
に
自
分
を
表
現
す
る
子

に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
大
人
の
見
守

り
で
、
子
ど
も
た
ち
の
育
ち

を
支
え
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

問い合わせ先　子育て支援センター　☎7－2022

石田一郎さん（77歳）



火災・救急出動件数

火災出動　0件
救急出動　19件

平成27年3月31日現在

中
川
消
防
支
署
か
ら

中
川
消
防
支
署
か
ら

　

山
の
雪
解
け
も
進
み
、
山
菜
取
り
や
釣
り
な
ど
で
河
川
等
の
近
く
に
行
く
機
会
が
多

く
な
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
時
季
は
雪
解
け
水
や
雨
に
よ
り
河
川
が
増
水
し
ま

す
の
で
河
川
等
に
近
寄
る
際
に
は
事
故
に
充
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

【
も
し
溺
れ
て
い
る
人
を
見
た
時
は
！
】

　

泳
い
で
助
け
に
行
く
の
は
非
常
に
危
険
で
す
。

　

絶
対
に
不
用
意
に
水
の
中
に
飛
び
込
ま
ず
、
す
ぐ
に

消
防
へ
通
報
し
、
大
き
な
声
で
周
囲
に
知
ら
せ
ま
し
ょ

う
。
安
全
が
確
認
で
き
た
場
合
の
み
ロ
ー
プ
等
で
救
助

し
ま
す
。
こ
の
時
も
絶
対
に
水
の
中
に
入
っ
て
は
い
け

ま
せ
ん
。
安
全
が
確
認
で
き
な
い
場
合
は
事
故
現
場
か

ら
目
を
離
さ
な
い
よ
う
に
し
て
、
消
防
の
到
着
を
待
ち

ま
し
ょ
う
。

　

遠
藤
由
紀
子
さ
ん
（
1
区
）
が
人
権

擁
護
委
員
と
し
て
、
4
月
1
日
、
法
務

大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

障
が
い
が
あ
る
人
に
対
す
る
不
当
な

扱
い
や
高
齢
者
へ
の
虐
待
、
学
校
で
の

い
じ
め
、
女
性
や
外
国
人
に
対
す
る
差

別
な
ど
の
悩
み
ご
と
や
心
配
ご
と
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。 人

権
擁
護
委
員

　
　
　
　

に
つ
い
て

中
川
消
防
支
署
へ
の
ご
相
談
、お
問
い
合
わ
せ
は
☎
7
・
2
1
1
9
番
ま
で

水
難
事
故
に
ご
注
意
を
！！

水
難
事
故
に
ご
注
意
を
！！
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3月16日●グループホーム運営委員会
3月18日●教　育　委　員　会　議
3月24日●議 会 運 営 委 員 会
　　　　●議 会 全 員 協 議 会
　　　　●議 会 第 ２ 回 臨 時 会

あ
り
が
と
う　
　
　

　
　
　

ご
ざ
い
ま
す

社
会
福
祉
協
議
会
、
一
心
苑
に
寄
付

•
母
（
芳
美
様
）
死
去
に
際
し
て

　
　
　
　
　
　
　

寺
口　

政
司　

様

•
母
（
水
口
み
つ
え
様
）
死
去
に
際

し
て

　
　
　
　
　
　
　

内
山　

信
悟　

様

•
社
会
福
祉
推
進
の
為
に

　
　
　
　
　
　
　
　

匿
名
4
名　

様

•
一
心
苑
運
営
の
為
に

　
　
　
　
　
　
　
　

匿
名
2
名　

様

社
会
福
祉
協
議
会
、
一
心
苑
に
寄
贈

　

季
節
の
も
の
を
含
め
て
次
の
方
よ

り
「
志
」

　
　
　
　
　
　
　

誉
二
婦
人
会　

様

　
　
　
　
　
　
　
　

匿
名
3
名　

様

中
川　

岡
崎
ハ
ナ　

様
（
94
歳
）

中
川　

角
田
タ
ケ
ノ　

様
（
94
歳
）

中
川　

小
林
雪
子　

様
（
88
歳
）

佐
久　

山
村
英
治　

様
（
83
歳
）

謹
ん
で
お
悔
や
み

　
　
　

申
し
上
げ
ま
す

議会・各種委員会の
開催状況

　

中
川
町
在
住
の
方
で
地
域
防
災
の
た
め
消
防

団
活
動
に
協
力
し
て
く
れ
る
方
を
広
く
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

次
の
採
用
条
件
を
満
た
す
方
で
入
団
を
希
望

さ
れ
る
方
や
消
防
団
員
に
興
味
の
あ
る
方
は
中

川
消
防
支
署
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

　

①
中
川
町
在
住
の
方

　

②
十
八
歳
以
上
の
方

　

③
志
操
堅
固
で
、
か
つ
身
体
強
健
な
方

消防団員募集中



　4月6日、中央小学校で
入学式が行われました。
　13名の新1年生がちょ
っとの不安とたくさんの
希望を胸に入学しまし
た。
　入学式では校長先生の
お話に答えを返す一幕も
あり、とても微笑ましい
入学式でした。

〒098-2892  北海道中川郡中川町字中川337番地　☎（01656）7－2811
中川町HPアドレス  http://www.town.nakagawa.hokkaido.jp
中川町携帯用サイト  http://www.town.nakagawa.hokkaido.jp/i
　　　　　　　　　　　　　　（NTTドコモの「i-mode公式メニュー」からもごらんになれます。）
E-mailアドレス  nakagawa@hokkai.or.jp

携帯用サイトアドレスが二次元バーコードで簡単入力可能
（ご使用にあたっては、携帯の取扱説明書をごらんください）

町の人口
（3月31日現在）

人　　口

男

女

世 帯 数

1,686人（－18）

845人（－13）

841人（－5）

850戸（－9）

発行　中川町　　編集　総務課総務町政室　　印刷　国　境

（　）は前月末との差を示します。

この広報紙は道産間伐材を使用しています。

　中川町に縁のある方々で組織している札幌中川会と東京中川会でそれぞれ総会と
交流会が開催され、多くの会員が集い、ふるさと中川の思い出を語り合いました。
「中川に帰る機会は少ないが、ふるさとの空気を吸いたい」など、ふるさと中川を
懐かしむ声が多く聞かれました。

ふるさと会東京 ふるさと会札幌


